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国の動き
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・令和３年６月　「瀬戸内海環境保全特別措置法」改正
・令和４年２月　「瀬戸内海環境保全基本計画」変更

「気候変動」や「海洋プラスチックごみ」の観点も
踏まえ，「地域の実情に応じた里海づくり」を
総合的に推進

＜基本計画変更のポイント＞
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①沿岸域の環境の保全，再生及び創出

②水質の保全及び管理

③自然景観及び文化的景観の保全

④水産資源の持続可能な利用の確保

⑤基盤的施策

・平成２８年１１月　策定
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①水質の保全及び管理並びに水産資源の持続可能な利用の確保

②沿岸域の環境の保全，再生及び創出，並びに自然景観及び
　文化的景観の保全

③海洋プラスチックごみを含む漂流ごみ等の除去・発生抑制等

④気候変動等への対応を含む環境モニタリング，調査研究等の推進

⑤基盤的施策の着実な実施

◆水質総量削減制度等の実施
◆海域の実情に応じたきめ細やかな栄養塩類管理の推進

◆ブルーカーボン生態系を支える藻場・干潟の保全，再生及び創出

◆「大阪ブルー・オーシャン・ビジョン」実現に向けた海岸漂着物対策等の推進

◆監視測定の充実，広域的な連携による調査研究等の推進

◆「里海づくり」の普及啓発，「里海」創生リーダーの育成
◆ＤＸ推進による里海の魅力を発信



令和４年５月　徳島県・湾灘協議会を開催

　　　　　 ７月　 環境審議会にて素案審議

　　　　　 ９月　 議会報告

　　　　 １０月　 パブリックコメントの実施

令和５年１月　 環境審議会にて修正案審議

　　　　　　　　　 環境大臣協議

　　　　　 ２月　  議会報告

　　　　　 ３月　  策定，公表

今後のスケジュール
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第９次総量削減計画・県計画の
スケジュール
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第９次総量削減計画 県計画

令和４年４月 環境審議会にて素案審議

　　　　　 ５月  徳島県・湾灘協議会を開催

　　　　　 ６月 議会報告
パブリックコメントの実施

　　　　    ７月　 環境審議会にて修正案審議 環境審議会にて素案審議

　　　　    ８月 環境大臣協議

　　　　    ９月 議会報告 議会報告

　　　    １０月 策定，公表 パブリックコメントの実施

令和５年１月 環境審議会にて修正案審議
環境大臣協議

　　　　　 ２月 議会報告

　　　　　 ３月 策定，公表


